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高校生における携帯電話と性意識、

性行動について
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A Study of cellular phone possessors' sex consciousness 
and sex action in high school
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A b s t r a c t
The purpose of this survey for 304 high school students（116 boys and 188 girls）is to make sure how high school
students who possess cellular phones use their phones, what they use their phones for, to what extent they get
information about sex, how far they feel conscious of sex and their sex action.
( 1 ) About 60% of the girls have cellular phones, which is larger than the rate of the boys who have cellular

phones. 
( 2 ) As for the frequency of using cellular phones, about 80% of the girls use phone oftener compared with boys,

4 0 % .
( 3 ) Concerning the purpose of using phone, the students say they use phones mainly because they want to be in

touch with their friends, and they use phones as a means of communication.
( 4 ) Those who have a cellular phone have more interest and higher concern in getting information about a sex,

reading sex magazine and watching adult video and what is more, they have experienced sexual contact with
other sex.

( 5 ) On their view of sexual intercourse those who have cellular phones answer sexual intercourse as a matter of 
fact and say sex is pleasing or sex is important for human beings.

( 6 ) Those having cellular phone have a more high rate of sexual experience (intercourse) and their sex action is 
more active.
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要　旨
携帯電話をもっている高校生3 0 4人（うち男子1 1 6人、女子1 8 8人）について、その使用頻度や目的、性情報

の接触状況、性意識や性行動について調査を実施した。①携帯電話を持っている人は、男子より女子の方が
６割と多かった。②携帯電話の使用頻度は、「かなり使っている」が男子４割程度であるのに対して、女子は
８割と多かった。③携帯電話の使用目的では友達との連絡が多く、パーソナルコミュニケーション手段とし
て利用していた。④性に関する雑誌やアダルトビデオなどの性情報では、携帯電話を持っている人の方が興

味、関心が高く、接触している頻度も多かった。⑤性交に関する感じ方については、携帯電話を持っている
人の方が「セックスは楽しいもの」「セックスは人間にとって大切なもの」と回答し、性交を肯定的に捉えて
いた。⑥性行動は、携帯電話を持っている人の方がより経験率が高く、性行動が活発化している。
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Ⅰ．はじめに

現 代 の 若 者 は 情 報 技 術 （ I n f o r m a t i o n

T e c h n o l o g y：I T）が普及した社会の中で、当

たり前のように様々なI Tを生活上のツールと

して使用している。特に、携帯電話は情報の

やり取りやコミュニケーションという情報通

信手段として大きな役割を果たしている。当

初携帯電話は、大人が業務上の利便性を考え

たツールであり、かなり高価なものであった。

しかし、1 9 9 0年代のポケットベルに始まり、

パーソナルコミニュケーションとしての

P H S・携帯電話が、簡単にしかも安く手に入

ることにより、生活の中に深く浸透し、今や

なくてはならないものになっている。

携帯電話は電話の機能を越え、様々な情報

を時間や場所に関係なく受信し、そして発信

し続けている。そのため、お互い全く知らな

い人同士でも情報のやり取りができることに

より、交際や活動範囲が際限なく広がってい

く。また必要な情報だけでなく、反対に「迷

惑メール」や「出会い系サイト」による被害

も社会問題化している。このような新しいメ

ディアの普及により、青少年を取り巻く環境

は大きく変化していると思われる。

そこで今回、高校生を対象にP H S・携帯電

話・携帯メール（以下、併せて携帯電話とす

る）の使用頻度や使用目的、携帯電話の有無

と性意識および性行動にどのような影響を及

ぼしているのか比較検討したので報告する。

Ⅱ．調査対象と方法

調査対象は、調査協力の得られた新潟県内

の公立普通高校３校の高校生5 4 8人（有効回

答数4 7 4人　8 6 . 5％）である。調査方法は、

2 0 0 2年７月～９月に、各校の教諭を通じて、

調査用紙と封筒を配布し、プライバシーを守

るため及び回答内容の正確さを期するため

に、生徒が自記し各自で封筒に入れ教諭が回

収する方法を用いた。

対象者には、アンケートの記入については

自由意志であり、研究以外に使用することが

ないこと、データは統計的に処理し個人の回

答が公にされることのないことを教諭より説

明をしてもらい倫理的配慮を行った。

調査内容は、携帯電話の使用頻度や目的、

携帯電話所持の有無と性情報の接触状況、性

意識、性行動について比較検討した。

データの分析方法は、統計ソフト「S P S S」

を用い基本統計量の算出、携帯電話所持の有

無、男女差についてχ２検定を行った。

Ⅲ．調査結果

１．対象者の属性

調査用紙配布数5 7 8人で、有効回答数4 7 4人

( 8 2 . 0％)であった。性別でみると、男子2 1 9人

（4 6 . 2％）、女子2 5 5人（5 3 . 8％）であり、男女

の割合はほぼ同数あった。年齢は、1 5歳4 5人

（9 . 6％）、1 6歳1 6 5人（3 5 . 1％）、1 7歳1 8 2人

（3 8 . 7％）、1 8歳7 8人（1 6 . 6％）で、平均年齢は

1 6 . 6歳であった。

２．携帯電話の有無について

携帯電話を持っている人は、3 0 4人（6 4 . 1％）

で、その内訳は、男子1 1 6人（3 8 . 2％）、女子

1 8 8人（6 1 . 8％）であり、女子の方が有意に高

かった（表１）。

３．携帯電話の使用頻度について

携帯電話を持っている人の使用頻度は、全

体では「かなり使っている」が6 4 . 0％であっ

た。性別でみると、男子は「かなり使ってい

る」4 4 . 3％に対して、女子では7 6 . 1％と多く、

男女間で使用頻度に違いが見られた（図１）。

４．携帯電話の使用目的について

携帯電話を持っている人の使用目的では、

男子は「友達との連絡」8 9 . 7％「情報を得る」

3 0 . 2 ％ が 多 く 、 女 子 は 「 友 達 と の 連 絡 」

9 6 . 3％「家族との連絡」6 0 . 6％が多かった。

「家族との連絡」（P＜0 . 0 1）では､男女差に有

意差がみられた（図２）。

５．携帯電話の有無と性情報、性意識、性行

動について

まず性情報の接触状況では、雑誌・週刊誌

などの性に関する内容を読んだことがあるか

については、携帯電話を持っている人で、

「よく読む」1 5 . 0％、「時々読む」5 0 . 0％を合わ

せると６割以上の人が接触している。一方、

携帯電話を持っていない人は、「よく読む」

8 . 6％、「時々読む」3 5 . 8％を合わせると４割
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の人が接触している。中でも「時々読む」

（P＜0 . 0 1）項目は携帯電話を持っている人に、

また「読んだ事がない」（P＜0 . 0 1）項目は持

っていない人に有意に高く、携帯電話を持っ

ている人の方がこれらの性情報により多く接

していた（図３）。

携帯電話を持っている人の性別との比較で

は、男子は「よく読む」（P＜0 . 0 1）が女子よ

り高く、女子は「一、二度読んだことがある」

（P＜0 . 0 1）が男子より高く、男女差がみられ

た（図４）。

アダルトビデオの視聴頻度については、

「よく見る」6 . 3％、「時々見る」1 9 . 3％をあわ

せると、携帯電話を持っている人で2 5 . 6％、

持っていない人は「よく見る」4 . 2％、「時々

見る」 1 5 . 2％とあわせると1 9 . 4％であった。

「一、二度見たことがある」（Ｐ＜0 . 0 1）項目

は携帯電話を持っている人に、また「見たこ

とがない」（P＜0 . 0 1）項目は持っていない人

に有意に高かった。（図５）。

携帯電話を持っている人の性別との比較で

は、男子は「よく見る」（P＜0 . 0 1）、「時々見

る」（P＜0 . 0 1）が女子より高く、女子は「一、

二度見たことがある」（P＜0 . 0 1）が男子より

高かった。週刊誌・雑誌の接触頻度と同様に

性別においても男女差がみられた（図６）。

性交や性に関することについてどう感じて

いるかという性意識は、携帯電話を持ってい

ない人より、持っている人の方が「セックス

は人間にとって大切なものである」7 2 . 0％

「性に関心がある」6 3 . 5％「お互いの愛を確か

め合うにはセックスは必要だ」4 7 . 0％と肯定

的な意見が多くみられた。しかし、性につい

て否定的な意見として、「性的欲求はできる

だけ抑えるべき」2 9 . 5％「性に関することを

人前で口にすべきでない」2 1 . 7％「セックス

はいやらしいものである」1 0 . 8％という項目

は、携帯電話を持っていない人に多い傾向が

みられた（表２）。

性行動についてみてみると、携帯電話を持

っている人は、「キス」5 6 . 0％「ペッティング」

4 0 . 1％、「セックス」3 2 . 8％とそれぞれの経験

率が、すべて携帯電話を持っていない人より

有意に高かった（表３）。また性別では、携

帯電話を持っている女子は男子より、「キス」

「ペッティング」「セックス」の経験割合が多

かったが、有意な差はみられなかった（図７）。

Ⅳ．考　察

１． 携帯電話の使用頻度と目的について

携帯電話は、持ち運びに便利なパーソナル

なメディアとして若者の間に急速な勢いで普

及している。業務用中心に発展してきた電話

が、1 9 9 5以降携帯電話のコスト、なかでも利

用にかかる費用が急激に減少したことが普及

の要因
　　１）

と指摘されている。中村
　　２）

によれば、

2 0 0 0年の時点で、すでに中学生は1 5 . 3％、高

校生ではその２倍以上の5 5 . 8％が携帯電話を

持っている。本調査では、携帯電話を持って

いる高校生は、男子が約４割、女子が６割を

超えている。第5回青少年の性行動全国調査
　　３）

でも男子5 2 . 5％、女子6 2 . 1％と過半数を超え、

メディアの個人化が高校生の段階でもみられ

ている。

性別では、男子より女子に持っている人が

多かった。携帯電話は居場所を確認すること

ができたり、いつでも連絡がとれるという安

心感からか、女子については通学時の安全を

考えて家族の方から携帯電話を持たせている

場合も少なくないので、男子に比べて多くな

っている。

携帯電話の使用頻度について、東京都生活

文化局
　　４）

は「高校生の約３割が毎日のように携

帯電話・P H Sで通話し、さらに約７割という

多数派が毎日のようにメールを交換してい

る」と報告している。本調査でも「かなり使

っている」が全体で６割を超えていた。中村
　　５）

は、携帯電話の人間関係および日常生活への

影響のメカニズムについて、簡便化（手近に

あるため簡単に電話ができる）、直接性（直

接本人と話せる）、常態化（いつでも電話が

できる）、そしてその他の特徴（時計機能、

メモリー機能、発信番号表示機能、着信音の

多様性、加入・解約の容易さ）をあげている。

これらの特徴から、高校生の交際や活動の範

囲がますます広がり、青少年を取り巻くメデ

ィアの環境の大きさが伺える。

携帯電話の使用目的は、男女とも「友達と

の連絡」が９割であり、男女ともパーソナル
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コミニュケーション手段として使用してい

る。青年期における友人とは、生活のあらゆ

る面に多くの大きな影響力をもつ存在
　　６）

であ

る。その友人関係の中で携帯電話の果たす役

割は大きく、新しい友人を作ることから、親

しい友人との関係を深めるために、常に繋が

っていることの心理的な安心感を得ることが

できる。高校生においても、友人との連絡を

中心に、友人関係の安定や連帯、そしてさま

ざまな情報発信などパーソナルコミュニケー

ションツールとして使用している。

２．携帯電話の有無と性情報、性意識、性行

動について

情報化の進展に伴い、多種多様な性情報が

マスメディアを通じて流され、選択の余地の

ないまま若者の生活に入ってきている。マス

メディアの中の週刊誌や雑誌などの性行動に

関する内容や記事、アダルトビデオの視聴な

ど性情報の接触状況をみると、全体的によく

接している。中でも携帯電話を持っていない

人より持っている人の方が、さらに性別では

携帯電話を持っている女子より男子の方が多

く接している。携帯電話が電話の機能をこえ、

メディアとしての機能を持ち、携帯ウエブ

（ホームページ）や携帯オフラインとして普

及し多くの若者が使用している。第５回青少

年の性行動全国調査
　　７）

は、性に関する行動や意

識に最も影響を与えたものとして、学校段階

や性別を問わず、「友人」が最も多く、次に

「マンガ・コミックス」「新聞や雑誌の記事」

「テレビ・ラジオ」などのマスメディアを上

げている。こうした「メディアの個人化は、

家族（とくに親）の統制を離れた性情報への

接触や友人とのコミュニケーションを可能に

することによって、青少年の交友関係の質的

な変化をもたらすとともに、性行動や意識に

も影響を与えている」と推測している。都筑

ら
　　８）

が指摘しているように、高校生が得ている

性情報は商業的なものに片寄らざるを得ず、

メディアリテラシーについての教育が不可欠

であると考える。

性交や性に関する意識については、携帯電

話を持っている人の方が性の否定的なイメー

ジより肯定的なイメージで捉え、携帯電話を

持っているか持っていないかによって、性の

捉え方に違いがみられた。これは、若者達が

多種多様なメディアや友人から性の情報に接

していること等が大きく影響していると思わ
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れる。子ども白書では、携帯電話やインター

ネットの急速な普及で、子ども達は「出会い

系サイト」を気軽に利用できることから、性

に関して「恥ずかしいもの」「いやらしいも

の」というような性への抵抗感やタブー視す

る感覚が薄れてきていると考える。

性行動については、第５回青少年の性行動

全国調査で
　　10）

「携帯電話を持っている人のキス

経験者は６割前後、性交経験者男子4 3％、女

子3 2％、で平均すると3 7 . 5％」であり、これ

らと比べてもほぼ同様の結果であった。携帯

電話を持っている人の方がより経験率が高

く、性行動が活発におこなわれている。こう

した背景には、性情報への接触、交友関係の

広がりなどが、性行動の活発化と結びついて

いると考えられる。また、明らかな差はみら

れなかったが、携帯電話を持っている人の性

別では「キス」「ペッティング」「セックス」

のいずれの経験率もすべて男子より女子が上

回っており、性別を越えむしろ逆転現象がみ

られている。落合は「近年の特徴は女子の性

行動の活発化により、これまでみられていた

男女差がほとんど開かなくなっている」と述

べている。
　　1 1）

性行動の活発化がみられた高校生を取り巻

く社会環境に注目して、第５回青少年の性行

動全国調査
　1 2）

は性行動の低年齢化を促す要因と

して、学校での交友関係に積極的で、社会的

活動範囲が広い者、また一方で、家族や学校

の授業に対する不適応や家族の統制を離れた

性情報への接触や交友関係が、性行動を活発

化させる傾向に結びついていることを指摘し

ている。特に「性情報への接触や交友関係が

家族の統制を離れていく傾向は、近年の情報

化の進展に伴って、専用のテレビやビデオデ

ッキ、P H S・携帯電話を持つものが、高校生

の段階でも増えていることと関係している」

と多くの貴重な調査結果から報告している。

Ⅴ．終わりに

今回、携帯電話の使用頻度や目的、性に関

する意識や行動についていくつかの視点で検

討し、関連があることが分かり、同時に高校

生の性行動を加速させる要因の一つであるこ

とも分かった。携帯電話という便利なものが

大人から若者へ、さらに、最近小学生まで持

つ時代となり、いつでも、どこでも、誰とで

も手軽に連絡できるようになった。これらの

携帯電話の普及に代表される情報化の進展

は、青少年におけるパーソナルコミュニケー

ションの活発化を促し、性行動の低年齢化、

多様化を促進していると推測できる。

今後も携帯電話を持つ若者が増加すると思

われるが、さまざまな危険性も指摘されてい

る。携帯電話の功罪についてしっかり認識し、

「ネチケット（ネットに関する守るべきマナ

ー・倫理）やメディア・リテラシー（メディ

アの読解力をつけること）」
　1 3）

をおとなも子ど

もとともに、その関り方を検討していく必要

があると思われる。

本調査にご協力いただいた諸先生および高校

生の皆様に深く感謝申し上げます。

本稿の要旨は第 2 9回新潟母性衛生学会で発表

した。
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